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マニュアルの表記 

 

 

システム名称について 

・ 本システムの正式名称は「照査用震度算出 Ver7.X.X｣といいますが、本書内では便

宜上｢照査用震度算出｣と表記している場合があります。 

 

 

メニューコマンドについて 

・ 「照査用震度算出」ではドロップダウンメニューの他、一部機能についてはスピード

ボタンが使用できますが、本書ではドロップダウンメニューのコマンド体系で解説

しています。その際、アクセスキー(ファイル（Ｆ）の（Ｆ）の部分)は省略していま

す。 

・ メニュー名は [ ] で囲んで表記してあります。コマンドに階層がある場合は [ファ

イル]-[開く]のようにコマンド名を｢-｣で結んでいます。この例では、最初に[ファイ

ル]を選択して、次は[開く]を選択する操作を示しています。 

 

画面について 

・ 画面図は、使用するディスプレイの解像度によっては本書の画面表示と大きさなど

が異なる場合があります。 

・ 「照査用震度算出システム」は、画面の解像度が 960×720ドット以上で色数が256

色以上を想定しています。また、画面のフォントは小さいサイズを選択してくださ

い。大きいフォントでは画面が正しく表示されない場合があります。 

 

その他 

・ マウス操作を基本として解説しています。マウスは、Windowsのスタート-[設定]-[コ

ントロールパネル]-[マウス]で右利き用に設定してある物として解説しています。 

・ ハードディスクはドライブＣとして解説しています。ドライブとは｢C:\XXXX｣の｢C｣

の部分です。使用する機種によりドライブ名が異なる場合があります。 

・ ダイアログボックス内のボタンはＯＫ・キャンセルなどのように枠で囲んでいます。 
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１．お使いになる前に 
 

１－１．はじめに 

この操作説明書では、｢照査用震度算出｣のインストールから起動までのセットアップ方

法及びプログラムの基本操作について記述してあります。 

 

１－２．使用許諾契約書について 

「使用許諾契約書」は、本システムインストール先フォルダ内にある「使用許諾契約

書.PDF」を見ることにより、いつでも参照できます。 
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２．プログラムのセットアップ 
 

２－１．プログラムのインストール 

 

(1) Windowsを起動します。 

(2)「製品情報＆ダウンロード」（http://www.aec-soft.co.jp/public/seihin.htm ） 

  にて、ご希望のソフトウェア名をクリックします。 

(3)「最新版ダウンロード・更新履歴」をクリックします。 

(4)「最新版ダウンロードはこちら」をクリックして、ダウンロードします。 

(5) ダウンロードしたSETUP.EXEを実行し、インストールを実行します。 

 

インストール作業は管理者権限のあるユーザーでログインしてからセットアップして下

さい。 

 

２－２．ユーザー登録 

本プログラムをご利用頂くためには、ユーザー登録を行う必要があります。以降にその手

順を示します。 

 

※ 事前に弊社からお知らせしている製品のシリアルNoと、仮ユーザーID・仮パスワード

（変更済みであれば、変更後のユーザーID・パスワード）をご用意ください。 

 

(1) ［スタート］-［AEC ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ］-［照査用震度算出］をクリックしプログラムを起

動します。インストール直後に起動した場合、データ入力等のメニューは使用不可の

状態です。 

 

(2) [ヘルプ]-[バージョン情報]をクリックします。 

 

(3) [ユーザー登録]ボタンをクリックします。 
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(4) お知らせしている製品のシリアルＮo（半角英数１２文字）を入力します。 

(5) 認証方法で「インターネット」を選択します。認証情報入力部分が入力可能となりま

すので、次の項目を入力してください。 

利用者名：利用者を識別するための任意の名称です。Web管理画面に表示され、現在

使用中であることがわかります。 

ユーザーID：システムを動作させるためのユーザーIDを入力します。不明な場合に

は、本システムを管理している御社管理者に問い合わせて確認してく

ださい。 

パスワード：システムを動作させるためのパスワードを入力します。不明な場合に

は、本システムを管理している御社管理者に問い合わせて確認してく

ださい。 

以上が入力し終えたら、［登録］ボタンをクリックします。入力に間違いがあればエ

ラー表示されます。 

(5) ［バージョン情報］に戻りますので［OK］ボタンでメニューに戻ります。使用不可だ

ったメニューが使用可能の状態になります。 

 

２－３．プログラムのアンインストール 

 

(1) Windowsを起動します。 

(2) [スタート]-[Windowsシステムツール]-[コントロールパネル]より[アプリケーショ

ンの追加と削除]を起動してください。ご使用の環境によっては[プログラムの追加/

削除]となっている場合があります。 

(3) インストールされているプログラムの一覧表が表示されますので、「照査用震度算

出」を選択してください。 

(4) 選択したプログラムの下に[変更と削除]ボタンが表示されますので、このボタンを

選択してください。自動的にアンインストールプログラムが起動します。 

(5)アンインストールプログラムの指示に従ってアンインストールを実行してください。 

(6) 主なプログラムファイルは自動的に削除されますが、一部のファイルが削除されず

に残っている場合があります。そのままでも問題ありませんが、完全に削除したい場

合には以下の手順で削除することができます。 

 

※ 管理者権限のあるユーザーでログインしてください。 

※ エクスプローラで、システムをセットアップした位置にある[AEC ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ]の下の

[照査用震度算出]フォルダを削除してください 
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３．照査用設計震度の算出を始める前に 
 

３－１．基本画面の説明 

 

システムを起動すると下のような画面が表示されます。各設計条件はメニューより選択

するか、対応するボタンをクリックしてタブ画面を切り替えて条件を入力します。 

 

 

【メニュー構成】 

〔ﾌｧｲﾙ〕 データファイルの作成／保存、帳票印刷を行います。 

〔ﾃﾞｰﾀ入力〕 計算に必要な各種データを入力します。 

〔計算〕 設定条件により計算を行い、報告書を作成します。 

〔波形ツール〕 インポートした加速度時刻歴波形を編集します。 

〔ﾍﾙﾌﾟ〕 システムのﾍﾙﾌﾟ、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を表示します。 

 

 

 



 

- 5 - 

３－２．装備している機能の一覧 

┌ファイル 
│ ├新規作成 新しくデータを用意します 
│ ├開く 既存のデータファイルを読み込みます 
│ ├上書き保存 元のデータファイルに上書き保存します 
│ ├名前を付けて保存 新しく名前を付けて保存します 
│ ├帳票印刷 計算結果を印刷します 
│ ├最近使ったファイル履歴 最近使ったデータを最大４件表示します 
│ └システムの終了 プログラムを終了します 
│ 
├データ入力 
│ ├基本条件 
│ │ └計算条件 計算条件を設定します 
│ │ 
│ ├地盤条件 
│ │ ├地盤条件 地震応答解析用の地盤条件を設定します 
│ │ └任意の材料特性 任意の材料特性を設定します 
│ │ 
│ ├液状化条件 
│ │ └液状化条件 液状化判定領域の土質条件を設定します 
│ │ 
│ ├設計震度条件 
│ │ ├フィルター条件 震度算出用のフィルター条件を設定します 
│ │ └地盤の固有周期 層厚とせん断波速度から固有周期を計算します 
│ │ 
│ ├入力地震波の設定 
│ │ ├入力地震波 入力地震波形ﾌｧｲﾙを選択します 
│ │ └加速度応答スペクトル 入力地震波の応答ｽﾍﾟｸﾄﾙを表示します 
│ │ 
│ ├出力地震波の表示 
│ │ ├加速度時刻歴 地表面の時刻歴加速度波形を表示します 
│ │ ├加速度応答スペクトル 地表面の加速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙを表示します 
│ │ └加速度フーリエスペクトル 加速度フーリエスペクトルを表示します 
│ │ 
│ └液状化の予測・判定 
│   ├液状化判定 液状化の予測・判定を表示します 
│   ├地震動波形補正 地震動波形を考慮して判定結果を補正します 
│   └Ⅰ～Ⅳ判定図 液状化の予測・判定図を表示します 
├計算 
│ ├計算条件による一括計算 地震応答解析を含む全ての計算を行います 
│ ├フィルター処理 設計震度の算出のみ行います 
│ └層内ひずみと収束誤差の確認 層内ひずみと収束誤差を表示します 
│ 
├波形ツール             2成分角度補正、SMAC-B2相当波、速度PSI値 
│                  応答スペクトル、フーリエスペクトルの計算 
├オプション機能 
│ └FLIP解析ナビゲータ※1 FLIP解析をサポートします 
│ 
└ヘルプ 
 ├操作説明書 ヘルプを表示します 
 ├バージョン情報 バージョン番号/シリアル番号を表示します 
 ├更新履歴の確認 更新履歴を表示します 
 ├最新バージョンの確認 最新バージョンの確認を行います 
 └起動時に最新バージョンをチェック 起動時の最新Verﾁｪｯｸの有無を設定します 
 

 

※1 

FLIP解析ナビゲータはFLIP解析の実行、液状化予測、照査用設計震度算出、各種帳票作

成をサポートします。 

・FLIPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ本体は別途用意する必要があります。 

・FLIPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄはVer3.3またはVer4.X以降を対象としています。 

・FLIPの購入やお問い合わせ先：一般社団法人 FLIPコンソーシアム 
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３－３．処理の流れ 

 

｢照査用震度算出システム for Windows｣は、一般的には以下のように作業の流れで計算

を行います。各工程での作業は、次章以降に詳説してあります。また、データを修正する

場合には任意の箇所に戻ってその箇所以降の作業をやり直しても構いません。 

このフローチャートは一般的な作業の流れであって、必ずしもこの順番どおりでなけれ

ば計算できないというわけではありません。 

 
 [開  始] 
   │ 
   │ 
   ├───────────┐ 
   │           │ 
 [新規データ作成]  [以前のデータを修正] 
   │           │ 
   ├───────────┘ 
   │ 
   │ 
4-1.計算条件の設定 [計算条件の設定] 
   │      
   │               
   │               
4-2.地盤条件の設定      [地盤条件の設定]          
   │               
   │               
   │               
4-3.液状化条件の設定     [液状化条件の設定]          
   │         
   │               
   │               
4-4.設計震度条件の設定    [設計震度条件の設定]  
   │               
   │               
   │               
4-5.入力地震波の設定 [入力地震波の設定]         
   │               
   │               
   │               
5-1.計算 [計算条件による一括計算]または[フィルター処理]    
   │               
   │               
   │               
5-3.地表面波形の表示 [地表面波形の表示、設計震度の確認] 
   │ 
   │ 
   │ 
7.帳票印刷 [帳票印刷ユーティリティ] 
   │ 
   │ 
   │ 
   ├──────────┐ 
   │          │ 
 [データの上書き保存] [データの新規保存] 
   │          │ 
   ├──────────┘ 
   │ 
   │ 
 [終  了] 
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３－４．データの作成／保存 

【新規作成(N)】 新規データを作成します。ﾌｧｲﾙ名は｢無題｣となります。 

 

【開く(O)】 既存のデータを開きます。｢ﾌｧｲﾙを開く｣ダイアログボックスが表示さ

れますので、対象ファイルを選択し｢開く｣ボタンをクリックします。 

【上書き保存(S)】  現在編集中のデータを保存します。 

 

【名前を付けて保存(A)】 新規作成したデータを初めて保存する場合に使用し

ます。｢ﾌｧｲﾙ名を付けて保存｣ダイアログボックスが

表示されますので、ﾌｧｲﾙ名を入力し｢保存｣ボタンを

クリックします。 

 

３－５．直ちに最新バージョンのチェックを行う 

 

インターネットに接続されている環境であれば、次のメニューを選択することにより、最

新バージョンのチェックを行うことができるようになっています。「ﾍﾙﾌﾟ」－「最新バー

ジョンの確認(U)」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リビジョンアップ／バージョンアップの有無を確認し「お知らせダイアログ」を表示

します。「自動更新」はセットアッププログラムのダウンロード～実行／更新までを自

動的に行います。「手動更新」はWebブラウザを起動し、セットアッププログラムのダ

ウンロードサイトに遷移します。ダウンロード～実行／更新の処理を手動で行ってく

ださい。正常終了すれば、更新されたプログラムが自動的に起動します。 
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３－６．起動時に最新バージョンの自動チェックを行う 

 

インターネットに接続されている環境であれば、プログラム起動時にインターネットを

経由して最新バージョンのチェックを行うことができるようになっています。「ﾍﾙﾌﾟ」－

「起動時に最新バージョンをチェック(V)」のチェックの有無で起動時の「お知らせダイ

アログ」の表示方法が変わります。 

 

チェック機能を有効とした場合、未更新プログラムの有無に関わらず「お知らせダイ

アログ」を表示します。チェックが無い場合は未更新のプログラムがある場合に限り

「お知らせダイアログ」を表示します。「自動更新」はセットアッププログラムのダウ

ンロード～実行／更新までを自動的に行います。「手動更新」はWebブラウザを起動し、

セットアッププログラムのダウンロードサイトに遷移します。ダウンロード～実行／

更新の処理を手動で行ってください。正常終了すれば、更新されたプログラムが自動

的に起動します。 
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４．データの入力・修正 
 

４－１．計算条件の設定 

計算条件を設定します。 

 

[業務名称] 

業務名称等を入力します。出力帳票に明記されます。 

 

[解析方法 （1次元地震応答解析）] 

1次元地震応答解析の解析方法を選択します。 

・等価線形化法（SHAKE互換） 

・ひずみ補間付き等価線形化法（DYNEQ互換） 

・FLIP解析ナビゲータ 

 

実務において非常に多く用いられてきた等価線形化法（SHAKE）は地盤が軟弱で地震動

レベルが大きい場合、高周波領域において減衰を過大評価し結果として剛性を過小評

価してしまう欠点が見られます。対して、ひずみ補間付き等価線形化法（DYNEQ）は『応

力-ひずみ関係』から挙動の周波数依存性に着目し、周波数領域別に有効せん断ひずみ

を算定して剛性および減衰定数を求める事でSHAKEの欠点を改善したものです。 

※DYNEQ（吉田・末富，1996，佐藤工業（株）技術研究所報） 

 

FLIP解析ナビゲータは有償機能となります、詳しくは5.FLIP解析ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀを参照して下

さい。 
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引き戻し解析について 

等価線形化法（SHAKE互換）に限り引き戻し解析が可能です。地表面にて観測された地

震波形、もしくは計算により求めた地震波形から基盤面の時刻歴波形（2E波）を求めま

す。解析は通常の等価線形解析、高周波の過剰増幅を改善した改良型の等価線形解析、

ひずみの依存性を無視した線形解析の3手法から選択できます。 

 

・材料特性を考慮した通常の等価線形解析 

SHAKE互換解析には高周波を過小評価する欠点がありますが、引き戻し解析におい

ては高周波を過大評価する事となります。したがって、ひずみが大きくなる解析で

は高周波領域で発散し解が得られない事があります。 

地盤の非線形を考慮せず線形解析によって結果を得る場合は、材料特性を線形（ひ

ずみに寄らず一定の減衰定数）としてください。 

 

 

・高周波成分の過剰増幅を改善した等価線形解析 

通常の等価線形解析にある高周波成分の過剰増幅を改善した等価線形解析です。

地盤の非線形性を考慮した解析結果が得られます。 

 

・ひずみ依存性を無視した線形解析 

せん断波速度（Vs）より求めた初期剛性の減衰定数を用いて線形解析を行います。 
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[液状化の判定と設計震度の算出] 

液状化の判定または照査用設計震度の算出を行う場合にチェックします。液状化の予

測・判定は等価N値、等価加速度によって行います。地震動波形の影響を考慮した液状

化の予測・判定も可能です。 

※沿岸開発技術研究センター，埋立地の液状化対策ハンドブック(平成9年 改訂版 P.117) 

 

設計震度の値は1次元の地震応答解析により求めた地表面の加速度波形、または外部よ

りインポートした加速度波形にフィルター処理を行い、各種低減係数を考慮して算出

します。 

 

[設計震度を算出する際の適用基準] 

港湾基準と漁港基準によって震度算出方法が異なります。港湾基準を選択した場合は

構造物に合わせてフィルター条件を設定して下さい。Ver5.0.0より漁港基準の震度算

出方法に重力式係船岸のフィルターを追加しました。 

 

[入力地震波の補正] 

平成23年東日本大震災を踏まえた漁港施設の地震・津波対策の設計において入力地震

波のSMAC-B2相当波への補正が必要になる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[加速度波形の算出位置] 

1次元の地震応答解析により求める加速度波形位置を選択します。地表面位置を選択す

るのが通常ですが、桟橋を対象とした場合は設計震度算出用に地表面から1/β位置の

加速度波形が必要となりますので、任意位置の標高で指定する事も可能です。任意位置

の地震波はE+Fの観測波が標準ですが、2E波の出力も可能です。 

 

算出した加速度波形は【ファイル名：WAVE_ANS】テキスト形式のデータファイルとして

外部出力されています。[ﾌｫﾙﾀﾞ選択]ボタンを押して出力ﾌｫﾙﾀﾞを変更する事が可能で

す。 

 

[設計震度、帳票の表記方法] 

出力帳票に表記する設計震度の小数点以下桁数を設定します。その際、丸め方法の設定

も可能です。[既定値とする]ボタンを押すと既定値として記憶し、次回の震度算出シス

テムの起動時に引き継がれます。  
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４－２．地盤条件の設定 

1次元地震応答解析の対象位置となる地盤条件の設定を行います。 

 

[地盤条件] 

表形式の入力画面を使って1行＝1層として地表面(桟橋等は海底面)から順にモデル化

した地盤条件を設定します。最下行は工学基盤の諸元となります。 

空中重量とは、地下水位より上位に湿潤単位体積重量、下位に飽和単位体積重量を、水

中重量とは、浮力を考慮した単位体積重量を指定します。 

せん断波速度(Vs)は速度検層(PS検層)で求まる値を指定します。Vsが得られない場合

や、施工後の有効上載圧が変わる等の場合は適切な方法での推測値を指定します。 

※地震応答解析に使用する土の密度ρは、空中重量を用いて算出しています。 

 

施工前のせん断波速度(Vs)から施工後のせん断波速度(Vs)を推測する式 

B

v

v
SS VV 














′

′
=

0

0
σ

σ
 

VS  ：施工後のせん断波速度 

VS0 ：施工前のせん断波速度 

σV’：施工後の有効上載圧力 

σV0’：施工前の有効上載圧力 

B ：砂質土ならびに塑性指数IP=30以下の粘性土の場合は0.25、塑性指数IP=30以上の粘性土の

場合は0.5となる。 

 

その他の推測値 

マウンド捨石のせん断波速度 ：Vs=300m/s 

裏込めのせん断波速度   ：Vs=225m/s 

※港湾の施設の技術上の基準・同解説 P.350 

※Ｎ値からせん断波速度(Vs)を推測する式として『今井式』，『道路橋示方書式』等がありますが、

推測値の評価には十分な注意が必要となります。 
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Ｎ値を用いてせん断波速度(Vs)を推定する際、壁体直下の地盤のように施工前の地盤のＮ値しか入

手できない場合には、有効上載圧力の増加による影響を考慮して施工後のＮ値を推定します。推定に

あたっては次式を利用することができます。 

7335.00041.0

019.07335.00041.0

0

00

+′






 ′−′+





 +′

=
v

vvv N
N

σ

σσσ
 

Ｎ  ：施工後のＮ値 

Ｎ0 ：施工前のＮ値 

σV’：施工後の有効上載圧力 

σV0’：施工前の有効上載圧力 

※港湾の施設の技術上の基準・同解説 P.349 

材料特性(土質の動的変形特性)は番号指定で設定します。0～2：港湾の施設の技術上の

基準による塑性指数(IP)による分類。その他任意の材料特性として10種類の設定が可

能です。 

※埋立地の液状化対策ハンドブック(改訂版) 平成9年 沿岸開発技術研究センター P.67 

 

材料特性0～2：港湾の施設の技術上の基準（塑性指数による分類） 

A(IP,γ) および n(IP,γ) の値                       減衰定数の値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ-γ関係をせん断ひずみ振幅γと塑性指数IPの関数として次のように表しています。 

( ) ( )γσγ ,

max

, IPn
mIPA

G
G ′=  

その他任意の材料特性(3～12番)を利用する場合は予め材料特性名称とせん断ひずみ

に対するせん断剛性比(G/Gmax)と減衰定数(h)を表形式にて設定します。なお、地盤の

非線形を考慮せず線形解析によって結果を得る場合は、材料特性を線形（ひずみに寄ら

ず一定の減衰定数）としてください。 

 

 

 

※基準の記述は 0.7355 とあるが誤記と思われる。要確認 
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散乱減衰とは。不均質な材料である地盤を均質な物体として解析しており、本来ならば

不均質な媒質に入射した波動は直進する事ができず散乱します。散乱しながら伝播す

る波動はあたかも減衰を生じているようにみえ、このような減衰を散乱減衰と呼びま

す。DYNEQ理論では福島・翠川が取りまとめて提案した以下の減衰モデルを用意しまし

た。 

 
※福島美光(清水建設大崎研究室)，翠川三郎(東京工業大学大学院総合理工学研究科社会開発工学

専攻)、周波数依存性を考慮した表層地盤の平均的なQ^<-1>値とそれに基づく地盤増幅率の評価、

構造系論文報告集 NO.460 P.37 1994年6月。 

※減衰モデルの表はDYNEQマニュアルより引用しました。 

 

レーレー減衰は                  となります。地下逸散減衰を考慮できない境界条

件(上部構造等)の内部減衰として人為的に与える減衰となります。ただし、入力する推

奨値と言うものはなく設計者の判断で指定します。 

静止土圧係数は省略可能、省略(未入力：0.000)した場合は計算内部にて0.5として扱い

ます。 

層分割厚で入力した値を使用して計算内部にて土層分割を行います。値は設計者の判

断で指定します(参考値:地表～-10m=2m、以深=2.5m程度）分割しない場合は0.000とし

ます。 

※埋立地の液状化対策ハンドブック(改訂版)平成９年 P.96～ b)地盤の層分割 

※表入力で最下となる層を基盤として扱います。 

 

[弾性限界周波数] 

DYNEQ理論では有効ひずみを求める際、あるひずみより周波数の大きい部分では弾性挙

動とします。過去の事例から弾性限界となる周波数は2～10Hz程度であり、標準値とし

て6Hzを採用しています。 

 

[地下水位 標高] 

地下水位を標高で指定します。地震応答解析に使用する土の密度ρは、空中重量（湿潤

重量・飽和重量）から求めますので、地盤条件は水位標高で層分けして設定して下さい。 

 

[上載荷重] 

上載荷重を指定します。平均有効主応力(P)を算出するための有効上載圧(σ'v)に加算

します。 

平均有効主応力  
3

321 σσσ ++
=p  

右図より、 

( )
3
21

3
vvvv kkk

p
σσσσ ′+

=
′+′+′

=  

ここで、 

k ：静止土圧係数 

2/2/ βωωα +=h

vσ ′

vkσ ′

vkσ ′
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[基盤の減衰定数] 

基盤の逸散減衰以外に考慮する減衰がある場合に指定します。0.000とした場合は逸散

減衰のみとなります。 

 

設定した地盤条件は柱状図モデルとして画面表示されます。画面左から標高軸、地下水

位、土層(Vsによる色分け)、N値となります。層分割厚を指定して土層を分割する場合、

分割位置を破線で表します。 

N値は液状化条件で入力した値を表示します。 

 

 

 

液状化判定を行う場合、Ｎ値を設定した深度の応答解析結果が必要になります。Ｎ値を表

す赤丸に対応する地盤が無い場合は液状化判定エラーとなります。応答解析途中に以下

のエラーメッセージが表示された場合は、地盤条件やＮ値の深度等をご確認ください。 

 

エラーメッセージ 

・液状化判定／最大加速度の取出しで異常終了しました。 

・液状化判定／最大ひずみ、最大せん断応力の取出しで異常終了しました。 
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４－３．液状化条件の設定 

液状化の予測・判定を行う場合に設定を行います。 

 

[等価Ｎ値を算出する有効上載圧を計算する際の地表面の設定] 

地表面位置を指定します。有効上載圧を計算する際の地表面が盛土処理等により地盤

条件の地表と異なる場合は任意に地表面標高を指定します。 
※切り土処理等で土層が消失している場合は次の[等価Ｎ値を算定する有効上載圧の補正]にて調整
します。 

※等価Ｎ値を算出する際の有効上載圧は標準貫入試験を行った時点での地表面に基づいて求めるこ
とに注意して下さい。 
※等価加速度を算出する際の有効上載圧は地震時の地表面に基づいて求めることに注意して下さい。 

[等価Ｎ値算定式] 

等価N値算定式の適用範囲（ ( ) 2
65 /3000     402 mkNN v ≤≤≤≤ ′δ、 ）の有効／無効が選択可

能です。 
 

[等価Ｎ値を算定する有効上載圧の補正] 

切り土処理等で消失した荷重を指定します。地表とＮ値の深度から求めた有効上載圧

に加算して適正な有効上載圧を求めます。 

  

[液状化条件] 

表形式の入力画面を使って1行＝1箇所として地表面から順に設定します。深度は指定

した地表面からＮ値を観測した位置までの深度距離を指定します。観測Ｎ値、細粒分含

有率(%)、塑性指数(IP)を指定します。塑性指数が得られない場合は0.000を入力しま

す。液状化予測・判定を行わない箇所であれば液状化判定項目を[しない]とします。 

 

液状化の予測と判定について 

以下の方法によって等価Ｎ値、等価加速度による予測・判定を行います。 

1) 与えられたＮ値と有効上載圧から等価Ｎ値を算定します。 
2) 細粒分を多く含む場合のＮ値の補正を行い、補正後の等価Ｎ値を求めます。 
3) 1次元の地震応答解析から求まる最大せん断応力を用いて等価加速度を求めます。 
4) 等価Ｎ値と等価加速度から対象土層がⅠ～Ⅳのどの範囲にあるか判定します。 
※沿岸開発技術研究センター，埋立地の液状化対策ハンドブック(平成9年 改訂版 P.117) 
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等価Ｎ値の算定式 

 

                                                   式-4.4.1 

 

 

 

 

 

 

 
※適用範囲の有効／無効の選択が可能です。 
 

細粒分を多く含む場合のＮ値の補正 

細粒分(粒径が75μｍ以下)を5%以上含むものについては下記に示すようにＮ値の

補正を行い、対象土層が図-4.4.2に示したⅠ～Ⅳのどの範囲にあるかを調べる。 

 

a) 細粒分含有率が15%未満 

式-4.4.1で得られた等価Ｎ値を図-4.4.1に示す補正係数で除した値を等価Ｎ

値として用いる。 

b) 細粒分含有率が15%以上 

1） 塑性指数 IP＜10、塑性指数が得られない場合 

式-4.4.1で得られた等価Ｎ値を補正係数0.5で除した値を等価Ｎ値として

用いる。 

2） IP≧20 

式-4.4.1による等価Ｎ値は用いないで土層から得られたＮ値そのものに

式-4.4.2による加算補正を行う。そして加算補正後のＮ値そのものを等価

Ｎ値とし図-4.4.2を用いる。 

 

( )104.08 −×+=∆ IPN                       式-4.4.2 

 

3） 10≦IP＜20 

土層から得られたＮ値そのものに塑性指数を用いて式-4.4.2による加算

補正を行う。そして加算補正後のＮ値そのものを等価Ｎ値とし、図-4.4.2

のⅠ～Ⅳのどの範囲にあるかを調べる。この場合、ⅢとⅣの範囲に含まれ

る場合に限り式-4.4.1より得られる等価Ｎ値を細粒分による補正係数0.5

で除し、その値を等価Ｎ値とする。得られたＮ値を図-4.4.2にプロットし

Ⅳに含まれた場合はⅣと判断し、それ以外の場合はⅢとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図-4.4.1 細粒分に応じた等価Ｎ値の補正係数 
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、上式の適用範囲：

する必要がある。づいて求める事に注意た時点での地盤高に基

試験を行っ上載圧力は、標準貫入値の算定における有効等価

土層の有効上載圧力
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等価加速度の算定式 

g
v

eq ×
′

×=
σ
τ

α max7.0  

ここに、 

：等価加速度 

：最大せん断応力 

：有効上載圧力 

：重力加速度 

 

地震動の影響を考慮した液状化の予測と判定の補正について 

これまでの液状化予測・判定法で用いられてきた地震動の大きさ（最大せん断応力）に

地震動の継続時間（≒有効波数）を考慮した補正係数を乗じる事により、地震動の大き

さと継続時間の長さの影響を考慮した液状化予測・判定法になります。 

 

等価加速度の補正 

'70
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ここに、 

：等価加速度 

：最大せん断応力 

：重力加速度 

：波形補正係数（塑性指数によるN値の補正を行い液状化の予測・判定を行

う場合にはd1=-0.3を代入して を求める。） 

：冪指数 

：有効波数（せん断応力の時刻歴において最大せん断応力の6割以上の波頭

の数の半分） 

：相対密度（N値計測時の有効上載圧から求めてよい。ただし ≦1.0とする） 

：有効上載圧力（等価加速度の算定における有効上際圧は地震時の地盤高に

基づいて求め、相対密度の算定における有効上載圧はN値計測時の地盤高に

基づいて求めることに注意する必要がある） 

 

この場合の有効波数： ＝5/2＝2.5 

eqα
maxτ

vσ ′
g

eqα
maxτ

αc
g

vσ ′

αc
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求めた等価Ｎ値と等価加速度を判定図にプロットして予測・判定を行います。 

 

Ⅳ 

Ⅲ 

Ⅱ 

Ⅰ 

等価加速度 (Gal) 

  0  100  200  300  400  500  600 
  0 

  5 

 10 

 15 

 20 

 25 

 30 

等
価
Ｎ
値 

 

図-4.4.2 境界の等価Ｎ値 

 

図-4.4.2に 

示す範囲 

粒度とＮ値による液状化の予測 粒度とＮ値による液状化の判定 

Ⅰ 液状化する。 液状化すると判定。 

Ⅱ 液状化する可能性が大きい。 液状化すると判定するか、繰返し三軸試

験により判定する。 

Ⅲ 液状化しない可能性が大きい。 液状化しないと判定するか、繰返し三軸

試験により判定する。 

構造物に特に安全を見込む必要がある場

合には、液状化すると判定するか、繰返

し三軸試験により判定する。 

Ⅳ 液状化しない。 液状化しないと判定する。 

 

 

※等価N値が30以上となる場合は判定図の領域外となりますが『Ⅳ：液状化しない』として

います。等価加速度が600以上となる場合は、予測・判定が不明なため『判定図の領域外』

としています。 
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４－４．設計震度条件の設定 

照査用震度を算出する際のフィルター条件を設定します。 

 

[構造物種別] 

対応する構造物種別を選択します。選択した構造物種別によって設定する条件が切り

替わります。 

 

[構造物種別による条件] 

構造物種別が防波堤の場合、残変形量の目標値(Dres_t:通常=30cm)と摩擦増大マット

の有無を指定します。 

構造物種別が桟橋や防波堤以外の場合、壁高(H)、対象地盤の固有周期(Tb･Tu)、許容さ

れる変形量(Da:通常10～15cm)を指定します。サンドコンパクション工法などにより地

盤改良を行った場合、補正加速度最大値(ac)に対する低減係数(as:SCP≧70の場合

=0.75)が指定できます。なお構造物種別が深層混合処理の場合、本体工に対する地盤改

良による低減係数は定数(as=0.64)となります。 

※地盤改良による低減係数を考慮しない場合はas=1.0として下さい。 

 

地盤の固有周期の算出 

ここに、 

Hi：土層の層厚(m) 

Vi：Ｓ波の速度(m/s) 

各層の層厚とS波速度を指定して地盤の固有周期を計算する場合、第2ﾀﾌﾞ[地盤の固有

周期]画面に諸元を入力します。[地盤条件を呼び出して上書き]ボタンを押すと、地盤

条件の層厚とS波速度（Vs）を初期値として設定します。 

 

構造物種別が桟橋や胸壁の場合、構造物(桟橋・胸壁)の固有周期と応答スペクトルの減

衰定数(通常：桟橋=0.2、胸壁=0.4)を指定します。構造物の固有周期に範囲を持たせる

事も可能です。 

∑
=

=
n

i i

i
g V

HT
1

4
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自立矢板式係船岸のフィルターはＣ型地盤とＳ型地盤に対応しています。地盤の横抵

抗係数(ｋ)を指定します。 

※築地健太朗・長尾 毅:自立矢板式係船岸のﾚﾍﾞﾙ1地震動に対する照査用震度、海洋開発論文集、第

24巻、2008年7月 pp.183～188:ﾚﾍﾞﾙ1地震動に対する自立矢板式および二重矢板式係船岸の耐震性能

照査用震度の設定方法、国土技術政策総合研究所資料 No.454、2008年3月 

 

１）重力式防波堤のフィルター 

 

※摩擦増大マットを使用する場合 

 

２）重力式係船岸／深層混合処理（ＣＤＭ工法）のフィルター 

 

 

３）矢板式係船岸（控え直杭）のフィルター 
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４）矢板式係船岸（控え組杭）のフィルター 

 

 

５）自立矢板式係船岸（Ｃ型／Ｓ型地盤）のフィルター 

 

 

６）二重矢板式係船岸のフィルター 
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７）根入れを有するセル式係船岸のフィルター 

 

 

８）漁港基準、重力式係船岸のフィルター 

 

 

９）漁港基準、矢板式係船岸（控え直杭）のフィルター 
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４－５．入力波形の設定 

基盤に入射する加速度時刻歴波形を設定します。 

 

[入力波のタイプ] 

入力波のタイプを選択します。通常は上昇波の2倍(2E)となる開放基盤波タイプを使用

します。場合によって上昇波(E)、観測波(E+F)、下降波(F)を選択してください。 

 

[波形の最大値設定] 

読込んだ加速度波形の最大値を指定することができます。最大値設定を行うには[変換

する]チェックボタンにチェックをして、最大値を絶対値で設定します。読込んだオリ

ジナルを使用する場合はチェックを外します。 

 

[入力地震波の読込み] 

入力地震波(加速度波形)の読込みを行います。ボタンをクリックするとファイルを開

くダイアログが表示されますので、設計震度算出システムフォルダ内の[WAVE_FILE]フ

ォルダ、もしくは他の場所にある波形データを指定して読込みを行います。簡易フォー

マットと、下記の港湾施設研究室HPに掲載中の波形フォーマットに対応しています。 

 

http://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/kouwan/sisetu/sisetu.html 

国土交通省 国土技術政策総合研究所 港湾研究部 港湾施設研究室 

〒239-0826 神奈川県横須賀市長瀬3-1-1 

TEL：046-844-5029 FAX：046-844-5081 

 

※旧基準代表的地震波形の港湾地域強震観測網[十勝沖地震：八戸港：S-252：NS]、[宮城

県沖地震：大船渡港：S-1210：W15N(旧E41S)]の地震波形を[WAVE_FILE]フォルダに標準添付

しています。(ﾃﾞｰﾀ形式:簡易ﾌｫｰﾏｯﾄ) 

 

漁港基準のサイト特性を考慮しないモデル波形について 

2015年の漁港基準に記載されている新晩翠橋波は水産工学研究所:「漁港・漁場の施設

の設計参考図書」による耐震性能の照査に使用できるプログラムおよび地震動波形デ

ータのレベル2地震動のモデル波形（Excel形式）を参照して下さい。 

http://nrife.fra.affrc.go.jp/seika/gyokougyojyounosisetunosekkeisankoutosyo/gyokougyojyounosisetukekeisankoutosyo_index.html
http://nrife.fra.affrc.go.jp/seika/gyokougyojyounosisetunosekkeisankoutosyo/gyokougyojyounosisetukekeisankoutosyo_index.html
http://nrife.fra.affrc.go.jp/seika/gyokougyojyounosisetunosekkeisankoutosyo/gyokougyojyounosisetukekeisankoutosyo_index.html
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入力波の加速度応答スペクトル表示について 

解析後に入力地震波の加速度応答スペクトルの表示が可能となります。第2タブに切り

替えて［加速度応答スペクトル］のグラフをご確認下さい。 

 

入力地震波のファイルフォーマットについて 

中央防災会議の南海トラフをモデルとした地震波などを入力波として利用する場合は、

ファイルフォーマットを簡易フォーマット形式に変換してご利用下さい。 

 

中央防災会議オリジナルフォーマット 

 

NDATA：データ長、dT：サンプリング時間（秒）、2行目以降は左から地震発生時刻で

の0.01秒、0.02秒･････････327.68秒後の加速度時刻歴（gal）となります。 

 

 

簡易フォーマット 

 

1行目の「NDATA=」と「dT=」を削除し、値の区切りとして空白を間に挟み、以降は加

速度時刻歴（gal）の値が続く形式を簡易フォーマットとします。『,』カンマや『 』

空白など、値の区切り文字さえあれば、下記様式の縦一列に並んだ状態も簡易フォー

マットとして読み込み可能です。 
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５．計算実行と解析結果の確認 

５－１．一括計算の実行 

指定した諸条件により各種計算を行います。 

 

[計算条件による一括計算]  

・1次元の地震応答解析により地表面の加速度を計算します。 

・入射波、地表面(または指定標高)の加速度応答スペクトルを計算します。 

・等価Ｎ値、等価加速度を用いて液状化の予測・判定を行います。 

・フィルター条件により照査用設計震度を計算します。 

・加速度フーリエスペクトルを計算します。 

・各種帳票を作成します。 

 

[フィルター処理]  

・地表面の加速度とフィルター条件を用いて照査用設計震度を計算します。 

・加速度フーリエスペクトルを計算します。 

・照査用設計震度算出の帳票を作成します。 

 

※地表面の加速度は1次元地震応答解析によって算出した加速度波形、または[地表面

波形]-[地表面波形のインポート]により設定した加速度波形を利用します。 

 

計算実行中に発生するエラーについて 

メッセージの内容に対する確認事項 

・応答解析にて異常終了しました。 

→[入力地震波]の設定忘れや[地盤条件]の土性値を確認してください。 

 

・液状化判定／最大加速度の取出しで異常終了しました。 

・液状化判定／最大ひずみ、最大せん断応力の取出しで異常終了しました。 

→[液状化条件]の深度、Ｎ値に関する条件を確認してください。 

 

※液状化判定を行う場合、Ｎ値を設定した深度の応答解析結果が必要になります。Ｎ値を設定し

た深度に対応する地盤条件が無い場合は上記エラーとなります。 

 

・任意標高の波形取り出しで異常終了しました。 

→[計算条件]-[出力する加速度波形]で任意指定した標高を確認してください。 

 

・照査用設計震度の算出にて異常終了しました。 

→[フィルター条件]と地表面波形が適正か確認してください。 

 

・フィルター処理のパラメータ異常。地表面波形とフィルター係数を確認して下さい。 

→地表面波形のインポートが正しく行われているか確認してください。 

 

上記以外にも計算過程において異常が見られた場合メッセージを表示して処理を中断

します。各種計算条件の設定値を確認してください。 
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５－２．解析結果の確認 

等価線形解析(SHAKE/DNYEQ互換)の解析結果『応答値と伝達関数』を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1%を越える最大ひずみや5%を越える収束誤差がある場合 

 

○最大ひずみ 

下図のG/G0~γ曲線、ｈ～γ曲線の楕円で囲まれた領域は実験結果に基づくものではなく推

定値です。応答解析の結果、発生せん断ひずみγがこの領域に入る場合には、結果は概略

値を示すものであり、注意が必要となります。 

      

○収束誤差 

SHAKEではせん断剛性と減衰定数を仮定して計算を行い、得られた結果に基づき新しいせん

断剛性と減衰定数を求め、両者の差が誤差範囲（5％に設定）以内に納まるまで繰返し計算

を行います。しかし、繰返し計算の既定回数を超えても収束しない場合もあります。その

場合は規定回数で強制的に収束したものとして解析を続行します。5%を超える収束誤差が

発生する結果については十分な注意が必要です。 

 

本システムで使用する港湾基準の材料特性 

伝達関数とは 

基盤を入力・地表面を出力とした、周波

数領域の振幅倍率を表しています。 

引き戻し解析の場合は地表面を入力・基

盤を出力とします。 
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５－３．出力波形の表示（またはフィルター処理のみ実行） 

１次元の地震応答解析により求めた地表面波形を表示します。また、フィルター処理によ

り設計震度の算出を行った場合、照査用設計震度の値とフィルター処理前後の地表面波

形を表示します。 

 

[地表面波形の読込]  

地表面波形データが既知である場合は地表面波形のインポートができます。ボタンを

クリックするとファイルを開くダイアログが表示されますので、設計震度算出システ

ムフォルダ内の[WAVE_FILE]フォルダ、もしくは他の場所にある波形データを指定して

読込みを行います。ファイルフォーマットは入力波と同様の簡易フォーマットとFLIP

解析フォーマットに対応します。 

 

フィルター処理のみ実行する場合 

インポートした既知の地表面波形から照査用震度を求める事が出来ます。フィルタ

ー条件を設定して[計算]-[フィルター処理]を実行して下さい。 

 

[波形出力]  

表示中の地表面波形のエクスポートができます。名前を付けて保存ボタンを押し、任意

のファイル名にて保存（簡易フォーマット対応）します。 

 

加速度応答スペクトルの表示について 

地表面(または指定標高)の加速度応答スペクトルを表示します。グラフの周期または

加速度応答スペクトルの最大値の指定ができます。 

 

加速度フーリエスペクトルの表示について 

地表面の加速度時刻歴をフーリエ変換し、周波数ごとに分解して周波数と振幅の関係

を表すフーリエスペクトルを求め表示します。振動数または加速度フーリエスペクト

ルグラフの最大値の指定ができます。 
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５－４．液状化の予測・判定結果の表示 

一括計算により液状化の予測と判定を行うと、判定予測の画面にて計算結果が参照でき

ます。 

 

等価Ｎ値と補正した等価Ｎ値、及び1次元地震応答解析結果と最大せん断応力を用いて算

出した等価加速度を表示します。等価Ｎ値(補正値)と等価加速度を用いて対象土層が図-

4.4.2に示したⅠ～Ⅳのどの範囲にあるかを色分けして表示します。 

 

細粒分含有率が15%以上で塑性指数が10≦IP＜20の時、再補正によってⅣ以外の範囲をⅢ

と判定する場合はⅢ（またはⅢ(Ⅱ)かⅢ(Ⅰ)）と表示します。また、液状化判定が不可と

なる場合、原因となる項目値を赤色にて表示します。 

 

等価Ｎ値と等価加速度を判定図に色分けしてプロットします。 

※プロットマークの帳票印刷設定について。補正後のみ印刷する場合は、基本条件-計算条

件画面の帳票印刷設定ボタンを押して『補正後のみ印刷する』に設定して下さい。 
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地震動の影響を考慮した液状化の予測と判定の補正を行った際のせん断応力時刻歴を確

認する事が出来ます。 

 
 

 

時間軸オプションの表示領域を調整して有効波数の確認ができます。 

 

この場合の有効波数： ＝5/2＝2.5 

 
efn
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６．FLIP解析ナビゲータ（オプション機能） 

６－１．FLIP解析ナビゲータの機能 

Ver2.0.0よりFLIP解析ナビゲータをオプション機能として追加しました。本オプション

はFLIP解析ファイルの読み込み、FLIP解析実行、液状化の予測・判定、設計震度算出フィ

ルター処理を行い、各種帳票を作成します。 

本オプションを利用する際は、下記ユーザー登録画面(赤丸部)にチェックが必要です。 

 

※FLIPプログラムは別途ご用意ください。FLIP Ver3.3またはVer4.X以降対応です。 

 

FLIP解析ナビゲータの処理手順 

1) 解析を行うFLIPプログラムを選択します。 

FLIPプログラムは本システムに付属致しません。FLIP Ver3.3または4.X以降をご用

意下さい。 

※FLIPの購入やお問い合わせ先：一般社団法人 FLIPコンソーシアム 

 

2) 解析データを読み込みます。 

FLIP(Ver3.3または4.X以降)に対応した解析データが対象となります。解析データ

内容として、最低１箇所の加速度出力位置が必要です。出力箇所が複数ある場合は

最上位標高位置を採用します。 

※HIST命令の出力フォーマットは 3：テキスト形式とします。 

 

3) 基盤に入射する地震波形を設定します。 

港湾施設研究室HPに掲載しているレベル1地震動フォーマットに対応しています。

また、地震波形データ数、観測時間間隔、観測値(データ数繰り返し)の順に並んだ

簡易フォーマットにも対応します。 

 

4) 解析実行 

解析データにより解析時間が長くなる場合があります。 

 

5) 液状化の予測・判定を行う場合 

① 液状化判定を行う土層の土質条件を設定します。 

② 液状化の予測・判定の実行 

 

6) 照査用設計震度を求める場合 

① 構造物に沿ったフィルター条件を設定します。 

② フィルター処理の実行 

 

7) 各種帳票の確認・印刷 
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６－２．FLIP解析ナビゲータの画面 

   

画面上部の［1:データ読み込み］～[5:設計震度]の順で処理を行います。画面中央部には

地盤諸元や処理中の地震波諸元等を表示します。 

 

画面下部は環境設定。表示されているFLIP解析フォルダにてFLIP解析を実行します。FLIP

解析プログラムは複数（バージョン違い、または32bit・64bit版等）ありますので、実行

するFLIPプログラムを[選択]ボタンを押して決定します。 

 

６－３．FLIP解析環境設定 

解析を行うFLIPプログラムの初期値は[未設定]となっておりますので、FLIPプログラム

(exeﾌｧｲﾙ)を[選択]ボタンを使って参照選択して下さい。 

 

本システムをインストールしたPC内やネットワーク上にFLIPプログラム(exeﾌｧｲﾙ)が存

在する場合、[選択]ボタンを押して参照選択して下さい。選択したFLIPプログラムのパス

を取得して、本システムによるFLIP解析実行に利用します。 

 

FLIP解析フォルダは、本システムをインストールしたフォルダの直下にある[FLIP解析]

フォルダとなります。FLIP解析の結果ファイル群がこのフォルダに作成されます。 
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６－４．FLIP解析データの読込み 

[FLIP解析ﾌｧｲﾙ]ﾎﾞﾀﾝを押しFLIP解析ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択して下さい。Ver3.3または4.X以降の

FLIPﾌｫｰﾏｯﾄを対象としています。読み込み後に土層図を表示します。 

 

※FLIP解析ナビゲータは解析支援機能です。FLIP解析データ内部の編集はできません。 

※HIST命令の出力フォーマットは 3：テキスト形式とします。 

 

土層諸元のせん断波速度(Vs)の値はFLIP解析データには含まれておりません。1D-MAKER

等のFLIPデータフォームの値を参照して設定を行って下さい。Vsの値はフィルター条件

内の地盤の固有周期（Tu,Tb）をVs値より算出する場合に使用します。 

 

解析データ内容として、最低１箇所の加速度出力位置が必要です。出力箇所が複数ある場

合は最上位標高位置を採用します。 

桟橋構造物等、1/β位置の加速度波形が必要になる場合がありますので出力位置を適切

に設定して下さい。※1D-MAKERの[表示]-[出力データの指定]で設定します。 

 

６－５．入力地震波の読込み 

基盤から入射する地震波を読込みます。波形ﾌｫｰﾏｯﾄは簡易ﾌｫｰﾏｯﾄと港湾施設研究室ﾌｫｰﾏｯ

ﾄに対応します。読み込み後、波形図とFLIP解析データ内の波形パラメータを表示します。

波形パラメータには観測間隔(秒)、波形データ数、加速度最大値(gal)があり、選択した

波形データと解析データに矛盾がある場合はエラーメッセージを表示します。 

 

例）波形データ数が異なる場合の画面。 

   
 

波形の最大値が異なる場合。 

波形最大値の小数点以下の値により『FLIP解析ファイルのパラメータと相違がありま

す』と表示される事があります。1D-MAKERでは小数点以下３桁の入力が可能ですが、 

FLIP解析ファイルでは小数点以下１桁で保持しております。波形の最大値に相違があ

る場合は、波形の最大値設定の項目で補正するか、FLIP解析ファイルの該当する値を修

正して下さい。 
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６－６．FLIP解析実行 

参照先のFLIPプログラムを起動し、FLIP解析を実行します。解析モデルによっては計算に

時間がかかる場合があります。解析終了後に地表面(または設定標高)の加速度波形図を

表示します。 

[出力波形表示]ボタンの下に解析対象の標高を表示しています。解析モデルによっては

解析対象位置が地表面や1/β位置となりますので適正値である事をご確認下さい。 

 

６－７．液状化の予測・判定 

判定土層の単位体積重量と液状化条件を設定し、[予測・判定]ボタンを押して等価Ｎ値と

等価加速度による予測・判定を行います。地震動波形の影響を考慮して等価加速度の補正

を行う場合は、基本条件画面の液状化補正スイッチにチェックをして下さい。 

 

FLIP解析の結果を利用して液状化の判定を行います。設定深度に対応するメッシュ内の

最大せん断応力を採用します。 

単位体積重量の初期値はFLIP解析データの土層密度から求めた値を初期値としています。 

※沿岸開発技術研究センター，埋立地の液状化対策ハンドブック(平成9年 改訂版 P.117) 

 

６－８．設計震度の算出(フィルター処理) 

対象構造物のフィルター条件を設定し、[震度算出]ボタンを押してフィルター処理を実

行して設計震度を算出します。 

構造物種別が防波堤の場合、残変形量の目標値(Dres_t:通常=30cm)と摩擦増大マットの

有無を指定します。 

構造物種別が桟橋や防波堤以外の場合、壁高(H)、対象地盤の固有周期(Tb･Tu)、許容され

る変形量(Da:通常10～15cm)を指定します。サンドコンパクション工法などにより地盤改

良を行った場合、補正加速度最大値(ac)に対する低減係数(as:SCP≧70の場合=0.75)が指

定できます。なお構造物種別が深層混合処理の場合、本体工に対する地盤改良による低減

係数は定数(as=0.65)となります。 

※地盤改良による低減係数を考慮しない場合はas=1.0として下さい。 

 

地盤の固有周期の算出 

 

ここに、  Hi：土層の層厚(m) 

Vi：Ｓ波の速度(m/s) 

各層の層厚とS波速度を指定して地盤の固有周期を計算する場合、第2ﾀﾌﾞ[地盤の固有周

期]画面に諸元を入力します。[地盤条件を呼び出して上書き]ボタンを押すと、FLIP解析

諸元の層厚とS波速度（Vs）を初期値として設定します。 

 

構造物種別が桟橋や胸壁の場合、構造物(桟橋・胸壁)の固有周期と応答スペクトルの減衰

定数(通常：桟橋=0.2、胸壁=0.4)を指定します。構造物の固有周期に範囲を持たせる事も

可能です。 

 

計算後の加速度波形図に2色(黒と赤)のグラフが表示される場合、黒は解析波形、赤はフ

ィルター処理後の波形となります。 
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６－９．解析諸元の変換 

FLIP解析ナビゲータに読込中のFLIP解析用データを等価線形解析用(SHAKE/DYNEQ)に変

換し、等価線形解析用の条件画面を更新します。 

 

≪変換したデータに関する注意≫ 

FLIP解析の地盤諸元データはFLIP専用に求められた値であり、等価線形解析に用いるこ

とは適正でない場合があります。パラメータの値につきましては十分注意して下さい。 

 

また、等価線形解析に必要な[材料特性]は未設定(初期値=0)となっています。等価線形解

析の地盤条件画面にて再設定して下さい。 
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７．地震波形の編集ツール 
 

  

 

[SMAC-B2フィルタ] 

高周波成分を含む波形にSMAC-B2フィルタを適用し、SMAC-B2相当波を求めます。 

 

[速度のPSI値] 

地震動評価指数として加速度の最大値ではなく、速度のPSI値に着目する場合があります。

加速度波形から速度のPSI値を求めます。 

 

[2成分合成波-角度補正] 

地震波のNS成分波とEW成分波を合成し、N軸の回転角を指定して任意方向の波形を求めま

す。その他、全方位から加速度が最大となる波形、速度のPSI値が最大となる波形を求め

る事ができます。 

 

[加速度応答スペクトル] 

加速度時刻歴波形より加速度応答スペクトルを求めます。 

 

[加速度フーリエスペクトル] 

加速度時刻歴波形を高速フーリエ変換によって加速度フーリエスペクトルを求めます。 

 

作成した地震波形は名前を付けて保存する事ができます。 

※入力・出力波形の書式は簡易フォーマットとなります。 
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８．帳票印刷 
 

弊社帳票印刷プログラム「AEC帳票印刷・編集ツール for Windows」（通称：ViewAEC2007）」

をプログラム内部から起動し、各種計算により作成された計算結果の印刷・確認を行います。

印刷イメージを画面に表示し、印刷前に計算結果やレイアウトの確認などが行えます。

ViewAEC2007は、帳票の編集を行うことが可能となっておりますが、初回起動時は編集不可モ

ードとして起動しまので、編集を行う際は[編集]-[編集モード]を選択し、編集可能モードに

切り替えてください。詳しくは、ViewAEC2007の操作説明書を参照してください。 

 

８－１．基本画面の説明 

 

ＡＥＣ帳票印刷・編集ツールは以下のように構成されています。 

 

 

（１）階層構造表示部 

エクスプローラのように、帳票の章が表示されています。マウスで選択することで自

由にジャンプできます。 

 

（２）帳票イメージ表示部 

帳票の印刷イメージが常に表示されています。帳票の編集もここで行います。 

 

（３）メニュー部 

各種の設定・操作を行います。 

 

（４）スピードボタン部 

よく使う設定・操作の一部が割り当てられたボタンです。 
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８－２．Word/Excel文書にコンバート 

 

現在開いている帳票をMicrosoft Office Word 2007文書（*.docx）形式、Excelシート

（*.xlsx）形式に変換するコンバーターを起動します。本機能はMicrosoft Officeをイン

ストールしていないPCでも動作致します。 

 

注意：変換する帳票は未編集の帳票データをご使用ください。編集済み（ブロック結合や

文字列追加等）の帳票データの場合、レイアウトが乱れる場合があります。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コンバート種別】 変換する文書形式を選択します。 

【変換ページ】 変換するページを指定する場合は開始ページと終了ページを指定し

ます。 

【セル幅の設定】 Excel形式に変換する場合の基準セル幅を指定します。 

【文書ファイル】 変換後に保存する文書ファイル名を指定します。Excel変換の場合は

1シートの最大ページ数を指定します。初期値は50ページに設定され

ています。 

 

コンバート開始ボタンで指定したOffice文書形式に変換します。処理の経過を示すダイ

アログの他に『コピーしています...』などのダイアログを表示する事があります。 

 
 

※ 変換した文書ファイルはOffice2007形式です(拡張子docx/xlsx)、Office2007以前の

Officeに対応するにはマイクロソフトが提供する『Word/Excel/PowerPoint 2007 ファ

イル形式用 Microsoft Office 互換機能パック』が必要になります。 

 

※ Word変換は9,10,10.5,11,12ポイントの文字サイズに対応しています。ただし、見出

し文字サイズと通常文字サイズを同じ値にして下さい。非対応の文字サイズで変換

した場合はレイアウトが乱れます。その場合、Word側で文字列全選択をし、文字サイ

ズと段落サイズを変更する事でレイアウトを整えることができます。 

 

※ Excel変換は9,10,11,12ポイントの文字サイズに対応しています。 
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